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４月１０日、JR総連主催「政策・提言フォーラム」が東京・日比谷コンベンショ

ンセンターにおいて開催されました。今後日本が人口減少・デジタル社会へと進む

中で、公共交通機関に求められるものは何か、また労働組合に求められる課題とは

何かをテーマとして、JR 総連各単組より政策提言が行なわれました。JR 貨物労組

からは「JR貨物の存立基盤確立に向けて」と題し、貨物会社が抱える課題と、その

解決にむけて国に要請する事柄をまとめた政策提言の発表を行ないました。 

 

 

 

 

 

 

4 月１９日中央本部は、「日本国有鉄道清算事業団の債務等の処理に関する法律等の

一部を改正する法律」の成立により JR 貨物に対し３年間で１３８億円の支援措置が施

行されたことを受けて、これまで法案の成立にむけてご尽力 

頂いた JR 総連推薦議員懇談会所属の国会議員のみなさまに 

対し、JR 総連と共に御礼のご挨拶に伺いました。あわせて、 

JR 総連「政策・提言フォーラム」にて発表した資料を配布 

し、引き続きの支援をお願いしました。 

 

 

 

 

篠原政策部長・野田交渉部長による発表 発表した「ＪＲ貨物の存立基盤確立に向けて」のパワーポイント資料（一部） 

昨年１１月の国会議員要請行動がきっかけとなり、今回の成果につながりました！ 


